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MetroCluster構成のパフォーマンス イベント分析

MetroCluster パフォーマンスイベントを Active IQ Unified
Manager で分析する

Unified Manager を使用して、MetroCluster 構成のパフォーマンス イベントを分析でき
ます。イベントに関係するワークロードを特定し、解決のための推奨アクションを確認
できます。

MetroClusterパフォーマンスの問題は、クラスタ間のインタースイッチリンク（ISL）を過剰に利用する「過
負荷」ワークロード、またはリンクの状態の問題が原因である可能性があります。Unified Manager

は、MetroCluster構成内の各クラスタを、パートナークラスタのパフォーマンスイベントを考慮せずに独立し
て監視します。

MetroCluster構成内の両方のクラスタのパフォーマンス イベントは、Unified Managerの[ダッシュボード]ペー
ジにも表示されます。Unified Managerのヘルス ページを表示して、各クラスタのヘルス状態を確認したり、
それらの関係を表示したりすることもできます。

Active IQ Unified Manager でクラスターの MetroCluster パフ
ォーマンスイベントを分析する

Unified Managerを使用して、パフォーマンス イベントが検出されたMetroCluster構成の
クラスタについて分析することができます。クラスター名、イベント検出時刻、およ
び_bully_と_victim_のワークロードを特定できます。

開始する前に

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• MetroCluster構成についての新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが検出されている必
要があります。

• MetroCluster構成の両方のクラスタをUnified Managerの同じインスタンスで監視している必要がありま
す。

手順

1. イベントに関する情報を表示するには、「イベントの詳細」ページを表示します。

2. イベントの説明を参照して、関連するワークロードの名前と数を確認します。

この例では、[MetroCluster Resources]アイコンが赤色で表示されており、MetroClusterのリソースが競合
状態にあることがわかります。アイコンにカーソルを合わせると、アイコンの説明が表示されます。
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3. クラスタの名前とイベントの検出時刻を書き留めます。この情報は、パートナー クラスタのパフォーマン
ス イベントを分析するときに使用します。

4. グラフで、victim ワークロードを確認し、応答時間がパフォーマンスしきい値を超えていることを確認し
ます。

この例では、マウスオーバーで表示される情報にVictimワークロードが表示されています。[レイテンシ]グ
ラフを確認すると、関連するVictimワークロードの全体的なレイテンシのパターンは一貫していることが
わかります。Victimワークロードの異常なレイテンシによってイベントがトリガーされた場合でも、レイ
テンシのパターンが一貫していれば、ワークロードのパフォーマンスは想定範囲内に収まっており、I/Oの
一時的な上昇によってレイテンシが増加したことでイベントがトリガーされた可能性が考えられます。

これらのボリュームのワークロードにアクセスするアプリケーションでクライアントに最近インストール
したものがある場合は、そのアプリケーションから大量のI/Oが送信されたことが原因でレイテンシが増加
した可能性があります。ワークロードのレイテンシが想定範囲内に戻ってイベントの状態が廃止に変わ
り、その状態が30分以上続くようであれば、このイベントは無視しても問題がないと考えられます。イベ
ントが新規の状態のまま継続する場合は、イベントの原因となった問題が他にないかどうかをさらに詳し
く調べます。

5. ワークロードスループットチャートで、Bully Workloads を選択すると、過負荷ワークロードが表示され
ます。

Bullyワークロードがある場合は、ローカル クラスタの1つ以上のワークロードがMetroClusterのリソース
を過剰に消費しているためにイベントが発生した可能性が考えられます。Bullyワークロードの書き込みス
ループット（MBps）の偏差が大きくなっています。

このグラフから、ワークロードの全体的な書き込みスループット（MBps）のパターンがわかります。書
き込みMBpsのパターンからスループットの異常が認められるため、ワークロードがMetroClusterのリソー
スを過剰に使用している可能性があります。

イベントに関連するBullyワークロードがない場合は、クラスタ間のリンクの健常性の問題やパートナー
クラスタのパフォーマンスの問題がイベントの原因として考えられます。Unified Managerを使用し
てMetroCluster構成の両方のクラスタの健常性を確認できます。また、パートナー クラスタのパフォーマ
ンス イベントの確認と分析もUnified Managerで実行できます。
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Active IQ Unified Manager でリモートクラスターの
MetroCluster パフォーマンスイベントを分析する

Unified Managerを使用して、MetroCluster構成のリモート クラスタの動的なパフォーマ
ンス イベントを分析できます。この分析によって、リモート クラスタのイベントがその
パートナー クラスタのイベントの原因となったかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• MetroCluster構成内のローカル クラスタのパフォーマンス イベントを分析し、イベント検出時刻を確認し
ておく必要があります。

• パフォーマンス イベントに関連したローカル クラスタとそのパートナー クラスタの健常性を確認し、パ
ートナー クラスタの名前を確認しておく必要があります。

手順

1. パートナー クラスタを監視しているUnified Managerインスタンスにログインします。

2. 左側のナビゲーションペインで「イベント」をクリックすると、イベント一覧が表示されます。

3. Time Range セレクターから Last Hour を選択し、Apply Range をクリックします。

4. 「Filtering」セレクターで、左側のドロップダウンメニューから「Cluster」を選択し、テキストフィール
ドにパートナークラスターの名前を入力して、「Apply Filter」をクリックします。

選択したクラスタのイベントが過去1時間ない場合は、パートナーでイベントが検出されたときにこのク
ラスタではパフォーマンスの問題は発生していません。

5. 選択したクラスタで過去1時間にイベントが検出された場合は、イベントの検出時刻をローカル クラスタ
のイベントの検出時刻と比較します。

これらのイベントにデータ処理コンポーネントの競合を引き起こしているBullyワークロードが関係してい
る場合は、これらのBullyワークロードが原因でローカル クラスタのイベントが発生した可能性がありま
す。イベントをクリックし、[イベントの詳細]ページで分析して推奨される解決方法を確認できます。

これらのイベントにBullyワークロードが関係していない場合、ローカル クラスタのパフォーマンス イベ
ントの原因はBullyワークロードではありません。
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